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附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
（
当
該
解
雇
」
を
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た

被
保
険
者
等
（
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
当
該
解
雇
そ
の
他
離
職
」
に
、「
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
」
を
「
）
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
」
に
改
め
、
同
号
イ
\
中
「
第
百
二
条

の
三
第
一
項
第
二
号
イ
\
î
」を
「
同
項
第
二
号
イ
\
î
」に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
」

を
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
」
及
び「（
以
下

「
基
本
手
当
日
額
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中「
当
該
判
定
基
礎
期
間
の
末
日
に
お
け
る
」を
削
り
、「
第

百
二
条
の
三
第
三
項
本
文
」
を
「
同
条
第
三
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
、
第
五
項
、
第
六
項
並
び
に
第

七
項
」
を
「
並
び
に
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
、「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
」
を
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た

被
保
険
者
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
限
る
。）、
附
則
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
」」を
「
限

る
。）」」に
改
め
、「
、
附
則
第
十
五
条
の
九
第
一
項
の
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
」
及
び
「
、
附
則
第
十
七

条
の
五
の
二
第
二
項
の
建
設
業
離
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
]
か
ら
`
」を
「
]
か
ら

`
ま
で
」
に
、「
]
か
ら
_
」を
「
]
か
ら
_
ま
で
」
に
、「
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
\
î
」
を
「
同
項
第
二

号
イ
\
î
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条

件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
労
働
者
派
遣
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
四
の
三
中
「
、
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
及
び
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設

立
準
備
助
成
金
」
を
「
及
び
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
四
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
四
十
三
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
四
の
五
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
表
初
年
度
の
項

中
「
二
千
万
円
」
を
「
一
千
万
円
」
に
、「
三
千
万
円
」
を
「
一
千
五
百
万
円
」
に
、「
四
千
万
円
」
を
「
二
千
万
円
」

に
、「
五
千
万
円
」
を
「
二
千
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
表
初
年
度
の
翌
年
度
及
び
翌
々
年
度
の
項
中
「
一
千
万
円
」

を
「
五
百
万
円
」
に
、「
一
千
五
百
万
円
」
を
「
七
百
五
十
万
円
」
に
、「
二
千
万
円
」
を
「
一
千
万
円
」
に
、「
二
千
五

百
万
円
」
を
「
一
千
二
百
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
、
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨

励
金
」
を
削
り
、「
、
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
、
建
設
業

新
分
野
教
育
訓
練
助
成
金
又
は
建
設
業
離
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
を
「
又
は
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金
」
に
改
め

る
。附

則
第
十
七
条
の
四
の
六
及
び
第
十
七
条
の
五
の
二
を
削
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ハ
\
中
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
の
対
象
と
な
る
事
業
主
（
]
に
お
い
て
「
改
正
法
適
用
猶
予
事
業
主
」
と
い
う
。）」
を
「
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

の
数
が
百
人
以
下
の
事
業
主
」
に
改
め
、「
三
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
被
保
険
者
、」を
削
り
、
同
号
ハ
]

中「（
改
正
法
適
用
猶
予
事
業
主
を
除
く
。）」
を
削
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
四
項
中
「
、
同
令
附
則
第
十
七
条
の
四
の
三
」
を「
又
は
同
令
附
則
第
十
七
条
の
四
の
三
」に
改
め
、「
又

は
同
条
に
規
定
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
」
を
削
る
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
四
十
歳
」
を
「
四
十
五
歳
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
四
第
四
項
中
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
」
を
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」に
、

「
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
」
を
「
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
五
第
三
項
中「（
第
百
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
を
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第

四
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
七
項
第
一
号
ロ
」
を
「
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、「
、
若
年
者
等
正
規
雇
用

化
特
別
奨
励
金
」
を
削
り
、「
、
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備

助
成
金
又
は
建
設
業
離
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
を
「
又
は
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
、
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
」を
削
り
、「
、
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
、障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
又
は
建
設
業
離
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
を
「
又
は
特
例
子
会
社
等
設
立
促

進
助
成
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
九
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
九

削
除

附
則
第
十
五
条
の
十
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
試
行
雇
用
奨
励
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項

中
「
及
び
前
条
」
を
削
り
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
分
な
技
能
及
び
経
験
を
有
し
な
い
求
職
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
」
を
「
東

日
本
大
震
災
の
発
生
時
に
、
特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
し
て
い
た
求
職
者
又
は
特
定
被
災
区
域
に
お
い
て
就
業
を
し

て
お
り
、
当
該
震
災
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
求
職
者
で
あ
つ
て
、
十
分
な
技
能
及
び
経
験
を
有
し
な
い
も

の
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、「
紹
介
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
又
は
長
野
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
」を
加
え
、

同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
」
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
前
二
条
」
を
「
前
条
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二

十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
を
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
又
は
長
野
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
」
を
「
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

身
体
障
害
者

二

知
的
障
害
者

三

精
神
障
害
者

附
則
第
十
五
条
の
十
一
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
、
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
」
及
び
「
、
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
」
を
削
る
。

附
則
第
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
百
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
十
七
条
」を「
同

条
第
四
項
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
第
百
十
七
条
第
一
号
」
を
「
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
四
の
二
に
見
出
し
と
し
て「（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）」を
付
し
、
同
条

第
二
項
第
一
号
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。）」
を
「
労
働
者
派
遣
法
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及

び
第
四
項
中
「
、
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
、
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
又
は
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
」
を
「
又
は
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
」
に
改
め
る
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
を
基
準
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第

一
号
ニ
中
「
目
指
し
て
」
を
「
目
指
す
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
中「
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金（
以

下
「
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
」
と
い
う
。）、
同
項
」
を
「
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
」
に
、「
訓
練
等

支
援
給
付
金
（
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
」
を
「
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
等
支
援
給

付
金
（
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
）」に
、「
）、
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三

項
に
お
い
て
同
じ
。）、
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
、
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
に
規
定
す
る
若
年
者
等
正
規
雇
用

化
特
別
奨
励
金
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
、
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
充
実

奨
励
金
、
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
」
を
削
り
、「
又
は
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
」
を
「
若
し
く
は
建

設
教
育
訓
練
助
成
金
」
に
改
め
る
。
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